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んで寝る ＳＥＸをする。朝、起き と妻 井戸 上着にアイロンを掛ける。井戸は洗顔し 三人で妻が準備した朝食をとる。夜になる。この繰り返しが延々と描かれる。
その中で井戸は妻子解放の要求の為 、吾郎 息子

































た衣装を着用して話すから、 現実味が全く感じられない、なのに笑って観て聴い いる内に、何か異常な 覚に襲われるのだ。
現実離れのした表現で違う世界 を自分勝手に
喋っているはずなのに、 かもその喋り方は全体に絶叫調で、 あるい 片言風、 外国語風、 吃音風 方言風 ど様々なバリエーシュンでやられると表現の多様性までも感じてしまうし、さらに様々 体技 例えば逆さで宙釣りになって喋ったり、脚立に凭れて危なく倒れ うになるところを間一髪救い上げたり、長いズボンの中に長い脚を履かせて背の高い天狗のようないでたち 現れたり 大笑いして観 いながら それが何か危ふい存在と空虚な未来を予言して るような恐怖に襲わ るのだ。
　
五〇年前のような卓袱台の上に旧いダイヤル式の黒












う弁護士が現れる。その遺書 よると「自分を愛していたたった一 女性がいる そ 女性に隠し財産の約二億円を贈る」ということで 相続人を確定する為に来たというのだ。
最初、穏やかに故人を追想していた人たちは、それ
を聞いて俄然豹変す 。自分こ その該当者だと主張して、その決定的場面を再現する。 れが滅法面白い。遺書に書かれている条件 再現すべく必死に悪戦苦闘する、そのシーンの連続が爆笑・哄笑の連発だ。これこそが喜劇の真髄だ。













































































時間はたったの一時間だ。当然王 は信じられない。だが事実は冷酷に死に近づいて行く。慌てふためいた王は、何とか死から逃れようと狂気の抵抗を試みる この経過が凄い。あらゆる手段を抗して徹底的 死 恐怖から遁走しようとする王と、現実 受け入れさせようとする五人の臣下たちとのやり取りが物凄いスピードで展開す 。
王は過去の実績を語って免罪符を得ようとするが




逃げ延びようと ながら死を迎えるが、それと同時にそういう文明を作り出した人間 欲望の象徴とし 逃れられな 死を苦しみながら迎えた話と う印象 強い。
とにかくエネルギッシュでスピーディで圧倒的に凄
彼らは具体的な個人個人の日常の背景をさりげなく喋っている。観念 に喋るとおそらく説明にしかなら いだろうが、それを俳優の肉体が個性として喋ると具体的に彼らの日常の生活と思いが納得のゆく現実として観客には感じられるのだ。 『十二人の怒れる男たち』は、その台詞の現実感覚が、その舞台の土台をさりげなく表現していることを、そ 『十二人 怒れる男たち』を上演した三つの舞台 見比べて良く分かったこと 一つでもあっ のだ。
だがこの舞台は、 それを承知の上で、 同じ「シアター・































































が、ある夜、集まってパーティを催す。いろんな国のいろんな分野の人たちだ。だが実はこの女性たちは既にこの世には居ない なの 。つまり幽霊であり、主催者 自己肯定を確認する為 妄想なのだ。各人それぞれ勝手に 分の人生を自己満足風に語り意気投合 る。
場面が変わると、現代のリアルな日常生活だ。そこ
ではさっき 女性たちが、自分では納得していながら必ずしもうまくいってい い の仕事や暮らし 状況がそれぞれ各個人ごとに、克明に明らかに ってゆく。
つまり必死に生活しながら苦しみ耐えていく日常を
納得させる場として、彼 等は憧れのパーティを夢見たのだろうか？
それぞれ一人一人の女優が、日常の生活
と夢の世界の豪華な存在とを演じ分ける表現技術の巧さを堪能する。これが芝居の面白さだ う。
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☆
最終で割愛した一七本の舞台のタイトル・劇団名と
一言を紹介します。『必殺！
花の剣』
	　「劇団・怪獣無法地帯」一月一三日
　
神秘的なチヤンバラシーンの魅力。 リアリティと迫力。
　『言祝ぎ』
　「intro」一月二五日
　
リアルだが象徴的で非現実的で独特な表現法。
『ダニーと紺碧の海』
　「札幌座」一月二五日
　
複雑な男女の心理関係をダイナミックに表現。
『鈍獣』
　「座・れら」七月二六日
　
人間たちの醜悪な一面と善良な一面。
『野村大
一人芝居傑作選』
　「野村大」八月二日
　
一人芝居の新しい表現法。
『秋のソナチネ』
　「札幌座」八月四日と九日
　
一見、異常な現実に暖か リアリティがある。
『あっちこっち佐藤さん　「イレブン☆ナイン」八月二日、九日　落語は業の肯定という世界が舞台に表現された。
『どみの』
教文短編演劇祭参加「オトコカオル」八月九日
　
情報のマイナス要素を表現。 コンテンポラリィダンス。
『春よ来いマジで本当に頼むから』　
教文短編演劇祭参加「yhs」八月九日
　
哀しい切ない大人に成りきれない人たちの哀歌。
『班女』 『葵上』
「近代能楽集」より
　「風蝕異人街」八月三一日　三木美智代を中心とした独特な表現の魅力。
『カモメに飛ぶことを教えた猫』
　
　「座・れら」一一月二日　言葉が持つ理解し合う力。
『世界は嘘で出来ている』　「ONEOR8」一〇月二七日　善意の嘘が世の中の絆を保っている
『王女メディア』
　
「劇団・可変」一一月一〇日
　
　
男と女、あるいは支配者と弱者の現実と象徴
『禿の女歌手』
　「札幌座」一一月一五日
　
空虚な権威主義への揶揄。
『腐食』
　「シアター・ラグ・２０３」一一月二六日
　
殺人犯の心情展開描写の凄さ。 細川泰稔氏 論考あり。
『枕のしたのしたの』
　
　「演劇公社ライトマン」一二月一三日　男の存在証明・存在意義。
